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北海道開拓から既に１世紀以上。西区でも芽吹く春、爽やかな夏、実りの秋、厳しい
冬と、さまざまな１２カ月が繰り返されてきました。今月は、そんな西区の歴史の一端を

「月」という単位で振り返ってみたいと思います。

《官立琴似学校開校式》

【明治１１年（１８７８年）】

市立琴似小学校の前身、官立

琴似学校の開校式が行われたの

が明治１１年１月１５日、屯田兵入

植からおよそ３年後のことです。

仮学校（兵舎）の設置は入植と

同じ明治８年にさかのぼります。

なお、西区内で最も古い小学校

は、明治５年５月、現在の宮の
み き つとむ

沢に三木勉が開設した時習館

（手稲東小学校の前身）です。

《政令指定都市へ、西区誕生》

【昭和４７年（１９７２年）】

現在の市域がほぼ確定した後、

札幌市が政令指定都市として生ま

れ変わったのは、昭和４７年４月１

日のことです。同時に区制が施行

され、西区も誕生しました。この

年４月時点で西区の人口は

１４８，２９５人、市全体で１，０６３，７８０人

に達しました。なお、平成元年９

月には、さらに手稲区が分区して

新たな西区となりました。

官官立立琴琴似似学学校校（（開開設設当当時時））

西西区区役役所所（（開開設設当当時時））

（背景写真 右上：正装した屯田兵幹部、左下：昨年の琴似屯田菜園事業収穫祭の様子）

《琴似郵便局開設》

【明治３５年（１９０２年）】

現在の西郵便局にあたる琴似

郵便局は明治３５年の２月１日に

設置されました。設置当時は郵

便受取所という名称であり、郵

便を集配しない局でしたが、明

治３８年に郵便局（三等、無集配）

に改称、実際の郵便物の集配は

明治４３年に初めて行われました。

《屯田兵第一号が琴似に入植》

【明治８年（１８７５年）】

現在の西区琴似の地に、明治

８年５月１７日、初の屯田兵とな

る１９８戸、９６５人が入植しました。

琴似の屯田兵村は、屯田兵制度

の最初から最後まで全期間を経

験した唯一の兵村でした。平成

１７年は屯田兵入植からちょうど

１３０周年にあたる記念すべき年

になります。

琴琴似似郵郵便便局局（（昭昭和和４４１１年年））

琴琴似似屯屯田田兵兵屋屋（（現現在在））

《札幌市と琴似町合併》

【昭和３０年（１９５５年）】

琴似町が札幌市と合併したの

は昭和３０年３月１日のことです。

これに前後して札幌市は合併な

どを繰り返しながら発展を遂げ

てきました。なお、この際同時

に札幌村、篠路村が合併、当時

の札幌市の人口は４２６，６２０人を

数えるまでになりました。平成

１７年はこの合併からちょうど５０

周年にあたります。

《地下鉄東西線開通》

【昭和５１年（１９７６年）】

昭和５１年６月１０日、新たな市

民の足として地下鉄東西線が開

業しました。琴似～白石間の

９．９��がゴムタイヤ装備の最
新鋭地下鉄で結ばれ、東西南北

の交通幹線が整備されました。

東西線はその後も昭和５７年に白

石～新さっぽろ間が、平成１１年

に琴似～宮の沢間が開通し、市

民の足として活躍しています。

合合併併調調印印式式のの様様子子

東東西西線線開開業業式式のの様様子子
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